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大変活発な討論と両課長には大変良いお話をいただきま
してありがとうございます。手短にまとめたいと思います。
まとめたいと思いますというのは,たぶん田中課長,窪田
課長のあとに私の話が設定をされましたのは,いまいくつ
かの問題提起あるいは制度上の整備ということをお話しく
ださったわけですけれども,それに対して生産技術研究所
がどう考えているのかというようなことをお答えしなけれ
ばいけないということだろうと思います.
ご承知のように,生産技術研究所は設立以来54年たっ
ていますけれども,その設立の当初からのモットー がござ
います.これはたぶん10代前ぐらいの所長がおつしゃっ
た言葉だと思いますが,「基礎研究にとどまることなく実
技術への結実を図る」ということがこの研究所の先生方が
持っておられる大きなカルチャーを端的に表した言葉だと
思っております。その言葉に代表されるように,産学連携
をいろいろなパターンで推進をしてきたつもりでおりま
す。それから, どういう形の学術を出すかということでは
分野連携,分野融合ということを実践してきたつもりでご
ざいます。
分野融合については,言葉はいま世の中に多々流布して
いますけれども,耐震工学,最近ではMⅢIs, きょう午
前中リサーチインテグレーションで一番最初に話をされま
した海中工学であるとか,具体的な例をわれわれ自信をも
って挙げることができるものをいままでやってきたつもり
でございます。
それから,産業界との連携につきましては,自分たちが
研究を始めて,こういう成果が出た,それを社会にぜひ実
用してほしいという,いわば還元型の連携から,先ほど窪
田課長がおつしゃいました,「限界突破」ということも企
業との連携の中で努力してきたつもりでおります。ただし,
いままでやってきたことは,個人ベースあるいは小規模グ
ループベースでの連携が非常に強かつたということがひと
つ反省としてございます。
21世紀の扉が開かれてもう数年が経つわけですけれど
も,21世紀の学術というのはもうひとつ変わろうとして
いるというふうに認識をしています。それは両課長がおっ
しゃったこととほぼ方向性は同じことだと考えています
が,新しい連携の形をお話しする前に,その辺のことを簡
単にお話をさせていただきたいと思います。
2つの方向, もちろんいろんな方向の変化があるわけで
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どのような研究(威黒)を社会に発信するか(1)
INoodttdr"en tcchnolo野からSet s‐dncnt“do鮮へ1
盤御空蘭における科学校術研究により学術の進晨選康が早く、
また科学と技術との理離が近い → 知の国際的優位性が重要
N‐刷暉 ‐ S4cds‐ri■7en(o■hnd鰹
すけれども,本日は典型的な2つだけを申し上げたいと思
います。
まず最初は 「Needs―driven technologyからSeeds―d五ven
technologyへ」ということでございます。これは午前中ご
紹介申し上げました5つの領域,それぞれみんなこれに多
かれ少なかれかかわるわけですけれども,最近よく言われ
るナノテクノロジー,バイオ,インフォメーション,私は
こオtはNanotech■ology based Bio and lnformation Technology
だと思いまして 「N―BIT」と呼んでいますが,こういうも
のに代表される先端科学技術というのは学術の進展速度が
速い。なぜ速いかというと,私は極めてコントロールされ
た空間の中でいろいろ現象を起こしたり,理解をしたり,
製造をするということに特徴があるからだと思っていま
す。したがつて科学と技術の距離が非常に近いというのが
特徴でございます。
したがって,知の国際的優位性というのが非常に重要と
なります。ノウハウの固まりの技術ではなくなりつつある
というところがひとつの特徴だと思います。そうしますと,
こういう先端科学技術は,ご承知のようにシーズが非常に
早く伸びてまいります。そうするとニーズのない分野でシ
ーズが伸びてくるということで,われわれ工学をやってい
る者のマインドとしては,社会にその技術が入り社会が変
化するということが基本的な願いですから,ニーズをつく
っていかなければいけないということになります。そうし
ますと,シーズがある程度普遍的な知識になる前にすでに
社会に還元をしていく,つまり価値化していくということ,
それが技術者としてのひとつの願いだろうと思います。
「生研と産業界との新たな連携の形」
西尾 茂文 (東京大学生産技術研究所 所長)
56巻4号 (2004)
そうしますと,そういう小循環を繰り返しながら技術と
知とがスパイラル的に向上していくというプロセスが当然
必要になってくると考えています。これを 「循環型社会連
携」と私は勝手に呼んでいますが,いままでになかった連
携,いわゆるリニアモデルからインタラクテイブモデルあ
るいはスパイラルモデルと言われていることと比較的近い
ことかもしれません。ただ私はこういうふうに理解をして
おります。
先ほど申し上げましたけれども,本日ご紹介させていた
だきましたリサーチインテグレーションというものを5つ
ご紹介申し上げましたが,それぞれがこのSeeds―driven
technologyの中に分類されるものではありますけれども,
典型的なものとしては私はマイクロ。ナノ理工学リサーチ
インテグレーション,それから工学とバイオ,これは
Sceds―driven technologyの典型的なものだろうというふう
に思っております。
典型的なものというのは,繰り返しになりますけれども,
いろいろなシーズが出てきて,それがいままでなかった価
値を創成していくという意味でSccds―driven technologyの
典型的なものではないかと思います。
マイクロ・ナノ理工学リサ…テインテグレー ション  躊 亀 究コ7
>
われわれがなぜリサーテインテグレーションというもの
を構想しているのかということは, どちらの図でもけっこ
うですが,窪田課長がおつしゃいましたように,自分の研
究のタコつぼに入らないということが1つです。こういう
ふうに極めて大きな座標軸の中に,それぞれの研究者のグ
ループをあてはめて,この中で自分がどういう位置にある
のか,あるいは似た研究,似た機能を指向している人がど
こにいるのかということを所内として顕在化することによ
ってシーズとシーズの結びつき,あるいはさらなる融合と
いうものが芽生えてくることを非常に強く期待をしており
ます。
それからもう1つのファンクションとしては 世の中に
われわれの研究をビジブルにしたい。ビジブルにしたいと
いうのは宣伝をしたいということだけではなくて,研究の
シーズが世の中に見えるようになっていなければ研究をし
たことにならないというふうに思っています。したがって,
世の中で比較的わかりやすいテーマのもとに,さらに座標
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軸のもとに研究テーマを並べることによって,少しはわれ
われの研究のスタイル,方向性がビジブルになるのではな
いかと思っています。
これは前,紹介いただきましたけれども,分野の違うグ
ループがいっぱい存在をしています。生研はそういう分野
の壁をできるだけ取っ払うことがカルチャーですので,そ
れをさらに前進をさせれば研究の発展につながるというの
がリサーチインテグレーションの狙いの2つ目でございま
す。
最後に一番重要なことは,sceds_drivcn tchnologyにと
っていかなる価値を生み出すかということを産業界あるい
は社会と共にその方向性を共有するということです。です
からできればこういうグループの中から出てきているシー
ズを東ねて周辺技術を共に組み立てることによって,いっ
たいどういう価値が生まれてくるのかということをわれわ
れのほうから発信をさせていただいて,社会,産業界と議
論をさせていただきたいというのが一番大きな目的でござ
います。
どのような研究(威暴)を社会に鶯僣するか(2)
【Present_pむsh tthmologyからFutuFe‐pltll techndttFへ】
l■何なる持続撃社会'ユビキタス社会,安全安心社会春如何にして構築するか?
Pmces E■Jnecn唱書如何なるPFOduCt EnJneen彎へと如何に移行するか↑
先蟻科学技術により如何なる社会を如何にして構築するか?
:ビジョン
たは
Future-pull project
Bnck-cast
:グランドデザイン
もう1つの大きな方向性として私が感じておりますの
は,「Present―push technologyからFuturc―pull technologyへ」
というものです。これはいくつか上に書いてございます。
持続型社会,それからきょうも話がありましたユビキタス
社会,安全 ・安心社会,こういうものをどういう形で,ど
のような方法で構築するのかというのは,これはこういう
↓
Vttitp■が重要
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社会を構築 しなければいけない,あるいはしたいというの
は,おそらくわれわれの共できるターゲットだと思います。
そうすると将来にそういう社会を築きたいというビジョン
あるいはグランドデザインのもとに現在を逆に投影して,
ここへ結びつくためにはどういう研究をいつスタートし,
どこまである期間で行かなければいけないのかということ
を議論すべきテーマがいくつもあると思います。
例えば,現在まで日本の産業というのは生産技術という
のが非常に強かった。それによって国力を保ってきた部分
が大きいと思いますけれども,これからは生産というのは
価値を生み出すものだという方向におそらく転じていくだ
ろうと思います。
そうするとプロセスエンジエアリングからプロダクテイ
ブエンジニアリングにどのように移行していくのかという
のもひとつはFuture―pull prqectとして考えるべきものだろ
うというふうに思います。
こういうものとしてわれわれがマッピングした例としま
しては, きょう紹介のありましたプロダクションテクノロ
ジー,つまり計測 ・加工 。制御,
それから持続型社会.最近は持続 「型」をとって,「持
続社会」というふうに呼ぶ人も多くなっているようです
が.
それか ら高度 IT社会,これは一番最初 に池内先生が
ITSのお話で話 して くださった とお りのことでござい ま
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す。
こんなようなことで,今世紀の科学技術というのはもっ
といろんな方向に変化をしていると思いますが,代表的に
はsceds_driven technologyとFu urc―pull technologyがブト常に
重要になるだろうと感じ,それに基づいていくつかのテー
マ,リサーテインテグレーションを構成し,その中で研究
所の中のシーズの融合を図り,さらに学外にこれを発信を
して,われわれの活動をビジブルにするとともに,それに
よって産業界あるいは社会と共に連携をしたい。一番願っ
ていることは,こういうリサーチインテグレーションの中
から新しい価値というのは何なのか,新しい未来の社会と
いうのは何なのか, ということが発信され,社会 ・産業界
と共有していけることでございます。
、高度「社会リサ テーインテグレー ション
セキュlJTr鵬蠅覇鍛鷺劃麟轟驚‖‖III鸞鏑I111■1灘1
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大学のミッションにつきましては,いろいろな考え方が
あると思いますが,教育と研究であるということはほぼ間
違いないだろうと思います。これを否定する人はいないと
思います。
私は, もう1つ「啓行」という機能を備えるべきだとい
うふうに申し上げております。啓行というのは社会と可塑
的な対話を行うということでございます。可塑的な対話と
いうのは塑性変形可能な対話ということです。相手を負か
すための議論ではなくて,相手と共有できるところに行き
着くために議論をするということです。個人としてこれを
やってこられた方は山ほどいると思います。しかし大学組
どのような研究(成果)を社会に発信するか(3)
【書術活動】
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活動により生まれたII的橘 い1ま先
学では研究成果貴産が多く眠つている
-
 ヽ   ことが菫要。大学における最近の研究
 ｀   にはこれに属するものが少なくないが、
:   それを点ねて総合的に晨腑することが
:   菫聾。
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織としてこういう活動をしてきているということは日本の
大学はほとんどやっていないと思います。例えば日本の将
来の社会あるいは先端科学技術が何を生み出すのかという
ことに関して,やはり情報を発信し社会と議論をしていく
べきだろうというふうに思っています。
これは何回もお見せしている図ですけれども,いまのよ
うな認識に立つと,われわれは二足歩行の研究所であるベ
きだ。知のStOck and Flowという表現も使っております。
一番重要なことは,とにかく知のストックがなければフロ
ーも起こりません。知のストックにとどまらず,実技術ヘ
のフローを図る。あるいは自分の殻 。専門に閉じこもらず,
他の分野に自分の学術をフローしていくという意味が2つ
こめられた知のStOck andFlowという言葉でございます。
われわれは先ほど申し上げましたように,Future―pull型
のテクノロジーがひとつ大きくあるだろうということで,
社会のビジョンに基づく戦略的な研究,これはある意味で
言えば限界突破ということもこの中に含まれることだろう
と思います。それからもう1つはseeds_d五ven型の知のス
トックということ,この2本の足を動かしながら社会と共
に歩んでいきたい。われわれが付けている選手としてのゼ
ッケンは何かといえば,工学部とか,例えば産総研という
のが先ほど挙がりましたけれども,同じように二本足で皆
さんが行動するとすれば,われわれがつけているゼッケン
は何かというと,分野連携,横断型の工学ということのゼ
ッケンのつもりでございます。
どのような研究(成果)書社会に韓償するか(4)
【知10インキユベー タ:二足雛 焦点)の研究所】
二本思書統合購 が職 金とと書二歩む食睡漁換1分澱麟断型工勢壼麗離
化に伴い、
なつている。
・社会・産業の晨開と科学技術との相関
が強くなつており、社会課題に取り組む臨
床工学ぶら要となつている。
尋 研究成果の量元
(知0轟薦・通舞〉
社会のグランド7~frン・
く知0日●wl
自由な鶯盤から
発する独饉的研究
口F■・口・ロロウtS●edsヤdttven型の
受信アンテナ  知 の●●●lep
以上のことを背景に,われわれは今日 「リサーチインテ
グレーションと産学連携」というテーマでこの会を開かせ
ていただきました。これはその構造を示したもので,浦教
授がすでにある程度お話しになっていますが,研究室群が
あり,その上にいままで一生懸命グループ研究をやってき
ていろいろな成果が非常にあがっているセンター群がござ
います。これはもちろん非常にアクテイブにいろいろな成
果を生み出してきました。先ほど申し上げましたように,
MEMSであるとか耐震工学であるとかいろいろなものが
ございます。
ただし, 日本の社会が抱えている問題,あるいは将来生
み出されるであろうその価値に向かって, もうすこし大き
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な目でグループ活動をすべきではなかろうかというのが前
半で申し上げましたリサーテインテグレー ションの考え方
でございます.
騎eds‐pull菫およ詢 uttm‐p●■型tcchna時を保証するには?
Fボトム7… 中ンと0奥車】
もちろんリサーテインテグレーション,あるいはここに
ある研究グループ,あるいは研究室と産学連携はそれぞれ
の規模で行うわけですけれども,教育における産学連携と
いうのは,今日あまりお話が出ませんでした。田中課長の
お話中にそういうご指摘をいただいております。産業界の
方を先生としてお招きをする。それからプロジェクトの中
で学生を共同研究の中で育てる。それはもちろん重要なこ
とだと思います。しかしわれわれが指向しているのは, も
っと大型の連携講座を中心にした専攻をつくって,基礎か
らマーケテイングまで俯敵できる博士の学生を育成した
い.
どういう領域の人たちを育てるかというと,例えばきょ
う話の出たITSがこれから重要になるということであれ
ば,ITSの基礎からマーケテイングまで俯隊できる人間
を,例えば15年間の時限制のコースで養うというような
ことを特徴とした先進インダストリアルエ学専攻というの
を,われわれ研究所ですから大学院の専攻をもてませんの
で,工学系に提案をし,概算要求にもってゆく,実は3年
ぐらい浪人をしているのですけれども,そういうような試
みもわれわれ考えております。人材育成における単なる一
方向的に産業界の方がテンポラリーに来ていただく,ある
いはパーマネントでもいい。分散的に来ていただくのでは
なくて,産業界の方が中心となって教育をするような専攻
があってもいいのではないかというふうに思います。もち
ろんこれが立ち上がれば生研は全力をかけて支援をするつ
もりでおります。
ちょっと前半の話が長くなりましたが,産学連携という
ことで簡単にまとめたいと思います。
この図は,いままでわれわれがかなりやってきた産学連
携のスタイルです。ある企業,Cと書いてありますけれど
も,そことひとつの○印,つまり研究室とがイ固別に連携を
やる。これは先ほど申しましたけれど,個人レベルの連携
で,個人ルートによる連携の交渉は非常に多かっただろう
と思います。これは契約性の欠如であるとか,総合的な連
く去80Slo●ヒ晨nd Flow)
職略的研究
(Future―p画:壼0
知OSt●●呻
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―対一連携から多対多連携まで
従来の連携:欄駆連機
個人ルートによる連携交渉
→ 提案性・公隣性の欠如
→ 契約(壼優)性の欠如
→ 総合的な連機に至りにくい
―対一連携から多対多連携まで
学主導の提案型連携
(成果還元難違織
または日標遼威聖遠機)
公願制0祖保
↓
特別研究会
携にはなりにくいとか,いろいろな問題がありますが,こ
れ自身として問題があるわけではなくて,これはこれで大
いに機能すべきだろうと思っております.
ただし,これはいろいろな限定がございます。そこで,
先代の坂内所長の時代から生産技術研究奨励会の中で始め
ましたのは特別研究会制度というものです。これは公開制
ということをひとつの特徴としていると同時に学主導型,
提案型である。つまりある研究室,あるいは研究室群が,
あるテーマを掲げて,これに賛同する企業があれば一緒に
やりましょうというものでございます。池内教授がITSの
例をとって特別研究会の話をされたと思いますが,それは
このケースです。3つの研究室が連携をして旗をあげ,そ
こに異業種の企業の場合ももちろんありますが,そういう
企業群が集まってきて連携をやるというのが特別研究会
で,現在池内先生のナンバーでいうと44,四,五十の特
別研究会が発足あるいは発足準備中でございます。参加企
業は約300社がどれかの研究会に参加をいただいていると
いうものでございます。
一方,先ほど限界突破型のもの,あるいは産業界から情
報を発信しなさいという話がございました。われわれもそ
れを非常に重要だと思っております。ここに 「双方向提案
型の連携」というふうに書かせていただきましたが,ある
企業があって,それと複数の研究室がテーマをお互いに模
索しながら連携自身を模索していくというものです。これ
は技術交流会と呼んでおりまして,われわれすでにこのシ
68
生 産 研 究
―対一連携から多対多連携まで
取方方向提案型連携
(企業あるい1ま企業群か
らの申込繊 要機)
↓
枝衛交流会
こ
僣別連鶴③③
ステムの開始を始めました。
これはある企業が生産技術研究所といろいろな方面での
技術の相談をしたい,あるいは研究の連携をしたいという
ことになりますと,財団法人であります奨励会にお申込み
をいただいて準備会合を開かせていただきます。これは個
別企業の幹事の方,それからうちの研究所のリサーチマネ
ジメントオフイス (いまは準備室ですが),それから奨励
会が準備会合を開かせていただきます。そこでどういうテ
ーマを話すか.企業佃1からあるいは大学側から話す必要が
あるのかというようなことを打ち合わせていただいて,第
1回目の技術交流会を開催させていただきます。これは教
官からの関連のプレゼンテーション,それから企業からの
問題のプレゼンテーション。ここではNDAは結ばないつ
もりです。
ここである程度興味のある教官がスクリーニングされた
場合に,第2回目のところでたぶんNDAを結ぶことにな
ると思いますが,少しずつ絞り込んでいく。第3回ぐらい
のところでかなり共同研究のテーマを絞り込んで具体的な
共同研究を始めていただく足掛かりにしていただくという
ものでございます。これがいわゆる世の中で言われている
包括連携というものの一番ゆるい形ではなかろうかと思っ
ております。
技術交流会
奨励会では実費を
いただきたいという
とるだけ,ただし賛助会員にはなって
ことですが,実費でこういう技術交流
56巻4号 (2004)
会という,先ほどもどうやったら大学と相談ができるので
しょうかというお話をいただいたと思いますが,われわれ
のところではこういうルートをとっていただければ責任を
もって対応させていただきます。
一方,それはそれで新しい試みとして始めさせていただ
いていますが,リサーチインテグレーションというものヘ
の私の一番の思い入れは,将来のビジョンを共有する。そ
れは将来生まれるであろう価値,創生される価値まで含め
てビジョンを共有したい.共有した連携を行いたいという
ことでございます。
(1)組織的に行う外部との連携活動は、広く社会に責献できるものであるべきで
品 。
→ 部局と企業遼春との連携
(2)個別技術に関する連携はもとより、国が重点を置くべき戦略的開発分野レ
ベルの連携をも志向し、琳おnを共有して戦略峰重点課輝を積極的に提案すべ
きである。例:RR2002プロジェクト、次世代PDP寄附研究部Fl
→ 戦略的分野 ベルでの連携
(3)開示情報を有効に共有するためには、双方の詳細情報にアクセスしやすく
工夫された踏み込んだ連携が必要である。踏み込んだ情報共有を図るためには、
部局側の総合的情報を収集。集約でき、かつ一般情報の開示が難しいる企業群
側の統括的情報を収集・集約できる窓日つまリリエゾン(関拓型リエゾンオフィス
ELOど嘉神が部局内にあることが望ましい。
→ 情報収集導蜘の双方向性灘 するソエハバ寄付研究部門の新しい熱
く4)技術の基盤研究(業界の共有、知の国際的有意性)→ 技術の具体化
〈各企業の競争)
連携先としては,私は業界が適切だと思いますが,業界
と生産技術研究所が未来開拓連携 (仮名称)という連携を
結ばさせていただきます。その際にはあくまでも複数,い
わゆる業界,将来日本の基幹となるであろうということを
必ずしも条件としなくてもいいのかもしれませんけれど
も,業界と将来の基幹技術に対して生産技術研究所が核と
なって共同研究を始める。そのためには将来のビジョンが
必要です。そのためには将来生まれるであろう価値体系が
必要です。それを共有しながら連携を進めたいというもの
でございます。
先ほど申し上げましたように,基本的に,ある企業群が
あり,それと対応するある,例えば持続型社会,リサーチ
インテグレーションにふさわしいテーマであれば,この企
生 産 研 究
未素闘無連機
業群とこことがかなり密接に将来のビジョンまで含めて語
り合い連携を深めていく。何が目的かというと,1番から
4番まで書いてありますように,産業群,ある業界の科学
技術基盤の開発, ビジョンの形成と総合的技術開発,それ
から行政側への提案,できれば大型予算の研究費の獲得に
結びつけばと。これは生産技術研究所だけではなくて業界
との連携ですから,共に研究予算を獲得できればと思って
おります.
リサーチマネジメントオフィス(RMO)
だいぶ時間が押して, もう終了時間から20分超過して
おりますので,これで終了させていただきます。
E違劇ホ来服拓違撲
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